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中山道広重美術館 日本美術史講座３「文字と日本美術」 第8回  2004年12月11日(土) 
「中世絵画と歴史学」「中世絵画と歴史学」「中世絵画と歴史学」「中世絵画と歴史学」                 藤原重雄（東京大学史料編纂所） 

 
Ⅰ 概論 －関連書籍の案内を兼ねて－ 
 
０、はじめに 
 ・歴史学＝文献史学 
 ・絵画＝美術史学の研究対象 
   ⇒1980年代から、中世史研究のなかに絵画史料論の胎動 
 
１、史料論・史料学 
 ・歴史学の課題・対象と素材 
 ・多様性の認識と「いわゆる〈社会史〉」  
 ・隣接学問分野との協調／論争 
 
２、中世絵画の歴史的側面 
 ・遺物・遺品として 
 ・「絵画」「美術」としての自立性の弱さ 
   …宗教・信仰の対象・道具。空間・儀礼の場の装飾・演出。贈答品・宝物、生活具。 
 ・現実の再現を表現意図とする。 …景観・行事・風俗。時世装。 
 ・描かれている内容を理解すること、読み解かれることが想定されている。 
   …成立・受容した社会の常識・価値観を内包。絵画コード論。 
・今日のわたしたちにわからなくなっていることを描く。前提とする。  
…歴史的知識の動員。 

 ・絵画が現実認識の枠組みとして、想像的世界の表象として作用する。 
 
３、絵画史料の諸ジャンル 
 ・肖像画 
 ・絵巻 
 ・洛中洛外図 
 ・荘園絵図 
 ・参詣曼荼羅 
 ・掛幅縁起絵（大画面説話画） 
 ・中世（南北朝・室町）やまと絵 
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Ⅱ 絵巻物分析の一例 －『春日権現験記絵』巻一第四段を読む－ 
 
１、作品 
 ・西園寺公衡の発願により、延慶二年（1309）奉納。 
 ・絵は絵所預高階隆兼、詞は前関白鷹司基忠および息冬平・冬基・一乗院良信。 
 ・絹本。全20巻93段。 
 ・宮内庁三の丸尚蔵館 ←御物（明治八年：博物館） ←鷹司家（幕末に一時流出） 
   ←春日社神庫（興福寺東北院＝院主は西園寺家出身による管理。披見台。） 
 ・原本／模本（東京国立博物館所蔵の剥落模本） 
 
２、『春日権現験記絵』巻一第四段の詞と絵 
 ・寛治六年（1092）白河院の金峯山参詣。 
  途路に春日社に立ち寄らなかったことを咎められる。 
  神馬を奉り、五部大乗経を具して参詣するとの願書。（→巻二第一段：春日社御幸） 
 ・金峯山上の「仮屋」にて願書を書かせる情景を描く。 
  空虚な場面と奇妙な建物 
 
３、贈与の場としての「仮屋」 
 ・早川庄八「「供給」をタテマツリモノと読むこと」 
 ・平安中期以降、「供給」はかなり限定された意味で使用される。 
  「何らかの任務を負って中央から地方に派遣される使者に関する史料」に見られる。 
 ・用法には二種。 
  ①逓送雑事（官使・公卿勅使・検田使・収納使・荘園領主の使などの通過する使者） 
  ②三日厨（現地に着任した受領、到着した使者などに対して行う饗応） 
 ・要するに「供給」とは、「政治的に上位にある者が政治的に下位に位置づけられている在地に赴

いたとき、その途次および目的地において提供されるもの」。 
  負担であるとともに、「政治的上位者へのもてなしであり、奉仕である」側面。 
 
４、『石山寺縁起絵巻』巻一第五段を手がかりに 
 ・延喜十七年（917）の宇多院御幸 
 ・「風流の御儲」 
 ・松葉を屋根に葺く 
 
５、絵画コード論的分析と「空虚さ」の意味するもの 
 ・描かれている要素に分解し、作品全体の中で検討。 
・『年中行事絵巻』の饗宴の場面との比較。 
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